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例言 凡例
1. 本書は、姫路市町坪に所在する豆田遺跡傭遺跡番号②苅6)の発―調査報告書である。

2. 掘調査は、姫路市町坪451他における店舗建設工事に伴い、事業者と委託契約を締結し、姫路市教育委員

飼 実施した現t種附汲び整理作業、報告告侑甜ま、姫路市教育委貝会生涯学習部埋蔵文化財センター

が行った3

1. 発掘調査に伴う測呈は、世界洞地系（測地戎果刃粉に準拠する平面図直角座標系第V系を基準とし、

数値はm単位で表示している。

2. 本苔で用いる標高は、東京湾平均海而 (T.P.)を基準とし、使用する方位ば世界測地系の座標北である。

3. 発掘調査は、平成お年 7月幻日から同年7月刃日にかけて実施した◇ 調査曲積はOOm'-t'ある。

3. 本書に掲載した地形図は、国土地哩浣発行の2万5千分の 1地形図姫路北部）およひ蒟路市基本地形

医を使用した。

4 本報告にかかわる調奇の記録、出五罰勿などは、すべて姫路市埋蔵文化財センターて作呆管している。 4 環呪環については小山正忠・竹原秀疇皿仰蔽標準土四炭ぁ版』日本色研加殴試会社

に準拠した3

1. 調査に至る経緯

姫路市町坪 451他において店舗の建設が計画された。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である豆田遺跡（県遺跡番号

020576、図 2) に該当するため、事業の実施にあたり事業者より文化財保護法第 93条の届出があり、姫路市教育委員会

生涯学習部文化財課において遺跡の取り扱いについての協議が行われた。当該地周辺では、中播都市計画事業英賀保駅

周辺士地区画整理事業や民間関発事業にともない、これまで 17年にわたる発掘調査が実施されている。今回は、当初計

画に基づいて確認調査（遺跡調査番号 20140092) を実施し、 8箇所すべての調査区で地山が良好に残存していることを

確認した。また、当該地中央付近に設定した調査区では、中世の掘立柱建物を構成すると思われるピットを検出した。

その後、兵庫県教育委員会からの発掘調査の通知に基づいて、工事の掘削により遺跡に影馨を及ぼす建物基礎および地

中梁部分を本発掘調査の対象とした。調査面積は 80面である。調査に際しては、姫路市と事業者で委託契約を締結し、

姫路市埋蔵文化財センターが現地の調査や整理作業等を実施した。現地調査は平成 28年 7月 20日に着手し、7月 27日に

完了した。調査終了後は出土品等の整理作業を行い、本書の刊行をもって本事業を完了した。

2. 調査の位置と周辺の歴史的環境

豆田遺跡は、姫路平野の中央付近、苫編山や金亀山の南東側に位置し、その東側を南流する水尾川と大井川の間の沖

積地に立地する。遺跡の周辺一帯では現在でも条里地割が比較的良好に残っている。今回の調査区の南側で平成 13年度

に実施した調査では、飾磨郡条里地割 (N-22°-E) に平行する東西・南北方向の溝とともに数棟の掘立柱建物や土坑を確

認している。溝の中からは輔の羽口や鉱滓といった鍛冶関連の遺物も出土した（姫路市教育委員会文化部文化課編 2003)。

出士した遺物からこれらの遺構は 12世紀代のものと考えられる。また、当該調査区の東側の平成26年度の調杏区では、「寺

前水路」の東側の肩や 4棟の掘立柱建物、石組みの井戸を確認している。掘立柱建物の主軸については、先述の条里地

割に平行するもの 1棟、やや西に振るものが 3棟ある。なお、遺物はほとんど出上しておらず、石組みの井戸から 15世

紀代の備前焼揺鉢が出士したにとどまる（姫路市埋蔵文化財センター編 2015)。

3. 調査の成果

調査地の現況は畑地で、標高は約 6mである。基本士層は、盛士を 1層、旧耕士を 2

層、士壌化層を 3層とし、その下の地山であるオリーブ黒色(5Y3/1)粘士層を4層とした（図

5左下）。地山のレベルは標裔 5.7m前後を測り、比較的安定している。今回の調査では

掘立柱建物 (SBl)や柱列 (SAl・2) を構成するピット 10基と地形の落ち込みを検出した。

掘立柱建物 (SBl) は調査区北辺中央付近で検出した。ピットは径約 50cm、検出面か

らの深さ約 60cmを測る。いずれも径約 30cmの柱根が残存していた。この建物の主軸は

座標北から 22゚ 東に振れる。遺物は出士しておらず、帰属時期については不明である。

また、柱列とした SAl・2については狭小な調査区のほぼ中央で検出したため、調査区外

に広がる掘立柱建物である可能性が高い。これらの主軸方向について、 SAlは座標北か

ら22゚ 東に、 SA2は 25゚ 東に振れている。なお、 SAlを構成する SP2の掘方からは 12世

紀代と思われる東播系須恵器の皿と揺鉢が出土している（図 1)。小皿の底部はわずかに

平高台をなし、回転糸切りの痕跡を残す。

以上みてきたように、今回の調査では飾磨郡条里地割に平行する SBl・SAlとそれから

ごくわずかにずれる SA2を確認した。集落構造等については周囲の調壺成果とあわせた

検討が必要であるが、ピットの密集度や遺物の出士量を勘案すると、遺構密度の低い、

散村的な集落景観を想定することができよう。

【引用・参考文献】姫路市教育委員会文化部文化課編 2003『TSUBOHORI 平成 13年度 (2001)』姫路市教育委員会、姫路市埋蔵文化財センター編

2015『TSUBOHORI2015ー姫路市埋蔵文化財略報ー』姫路市教育委員会
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図 1 SP2出土遺物 (S=1:2)
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図 2 周辺の主な遺跡 (S=1:50,000) 
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区画整理事業に伴う調査箇所 □
（枠内の番号は調査年度） j 

図4 今回の調査箇所と既往の調査箇所 (S=l:2,000)
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基本土層図

1. 造成土

2. 耕土

3. 土壌化層

4. 黒色 (7.5Y2/1)粘士・・・粘性・しまり極めて強い。均質（ベース）

SP1 SP2 
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SA1 (SPl・2)断面図

5. 灰白色 (7.5Y7/1)粘土・・・粘性・しまり弱い。比較的均質（柱痕）

6. 黒色 (7.5Y2/1)粘土・・・同色地山を径 5cm以下のブロック状に

多く含む。 1層との層界に土器片を含むことがある（掘方埋土）。
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SA2 (SP3・4・5)断面図

0 2m 一図5 調査区平・断面図 (S=1:200、S=1: 25・S=1 : 50)、ピット断面図 (S=1:100) 



写真 2 SP2土層断面
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写真 3 SP1・2, 3 ~ 5全景（北から）
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集落跡
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